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平成２７年１０月２７日 

東 北 地 方 整 備 局 
秋 田河川国 道事務所 

大規模水災害に備えて 

子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会を設立します 

― 避難を促す緊急行動 ― 

 近年、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化しており、全国各地で浸水被害が発生しています。

 国土交通省では、平成２７年９月関東・東北豪雨による甚大な被害を受け「避難を促す緊急行

動」※に関する取り組みを進めています。 
 秋田河川国道事務所では、子吉川において国・県・市・地域の関係機関が連携し大規模水災害に

備えるため「子吉川タイムライン検討会」を設立します。 
※「避難を促す緊急行動」の詳細については別紙「H27.10.5 国土交通省水管理・国土保全局」報道資料をご覧下さい。 

 
開 催 日 時：平成２７年１０月２８日（水） ９：００～１１：００ 
開 催 場 所：由利本荘市消防本部 ４階 大会議室（由利本荘市美倉町２７番地２） 
検討会概要：別紙のとおり 

※本検討会は報道関係者のみの公開とさせていただきます。 
 

 本検討会は、水災害時の迅速・確実な住民避難を行うため、「水災害時の避難行動に着目したタイムラ

イン」を関係機関と連携しながら策定するものです。 
 

○「タイムライン」とは、河川の水位や雨の量、気象台が発表する予報・警報等の情報に応じて、

行政や関係機関が取るべき防災行動を時系列で整理したものです。 
○『誰が』『いつまでに』『何をするか』を明確にし、行政や関係機関が事前に対応行動を行う

ことにより、水災害時の被害の最小化を図ります。 
  
東北地方整備局では子吉川（由利本荘市）をはじめとする東北６県６５市町村においてタイムラインを策

定しています。本検討会は東北に多く見られる人口規模１０万人前後の都市のモデルケースとして、子吉川

においてより効率的なタイムラインについて検討を行うものです。 
 新たなタイムラインを策定することにより、地域住民の安全確保はもとより、次のような災害対応力の向

上を図ります。 
  ◆ 一般住民、関係機関の防災意識の向上 

◆ 関係機関の「顔が見える関係」の構築、連携の強化・円滑化 
 

＜記者発表先＞秋田県県政記者会、秋田魁新報社本荘支局、読売新聞由利本荘通信部 
問い合わせ先 
国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所 
電話番号：０１８－８２３－４１６７（代表）、住所：秋田市山王一丁目１０－２９ 
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子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会 

第 １ 回 

 

日 時：平成 27 年 10 月 28 日（水）9:00～11:00 

場 所：由利本荘市消防本部 ４階 大会議室 

    由利本荘市美倉町２７番地２ 

事務局：秋田河川国道事務所 調査第一課 

                      由利本荘市 総務部 危機管理課 

 

 

次   第 

 

 

１．開会の辞 

 

２．挨  拶 

 

３．議事 

（１）Ｈ２７．９関東・東北豪雨を受けた「避難を促す緊急行動」について 

（２）子吉川の流域特性について 

（３）子吉川タイムラインについて 

 

４．講演   「最近の災害対応と豪雨災害」 

「子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会」座長 

 秋田大学大学院 工学資源学科 教授  松冨 英夫 

 

５．その他連絡事項 

 

６．閉会 

 

 

○由利本荘市消防本部 消防指令センター 見学 

 

 

 

 



 

 

 
 

子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会 設置要綱（案） 

 

（目的） 

第 1 条 この要綱は、台風等による風水害に備えたタイムライン（事前防災行動計画） 

を検討することを目的として設置する「子吉川タイムライン（事前防災行動計画）

検討会」（以下「子吉川ＴＬ検討会」という。）に関する必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（所掌事項） 

第 2 条 子吉川ＴＬ検討会は、次の各号の事項について所掌する。 

1  子吉川ＴＬ検討会の参加機関である由利本荘市の区域内を対象とした子吉川流

域における台風等による風水害に備えたタイムライン（事前防災行動計画）の検 

討 

2 その他必要な事項 

 

（組織構成） 

第 3 条 子吉川ＴＬ検討会の組織構成は、以下のとおりとする。 

1 子吉川ＴＬ検討会の組織は、別紙に掲げるものとする。 

2 子吉川ＴＬ検討会の組織の変更は、必要に応じ、会議に諮って承認を得るもの 

とする。 

3 子吉川ＴＬ検討会は、座長を置くものとする。 

4 座長は、会務を総括し、子吉川ＴＬ検討会を代表する。 

 

（会議の招集等） 

第４条 子吉川ＴＬ検討会は、座長の招集により会議を開催する。座長は、必要に 

応じて組織以外の機関等の出席を求め、意見を聴くことができる。 

 

（公開） 

第５条 会議及び会議配布資料は原則として公開とする。ただし、座長の判断により 

非公開とすることができる。 

2  会議における議事要旨は、会議後、事務局が作成し、あらかじめ座長に確認の上、 

国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務所ホームページに公開するものとす 

る。 

 

（検討会の任期） 

第６条 任期は、子吉川ＴＬ検討会の所掌事項が完了するまでとする。 



 

（事務局） 

第７条 事務局は、別紙に掲げる機関で構成し、国土交通省東北地方整備局秋

田河川国道事務所におく。 

２ 事務局は、会議の運営に関する事務その他の事務を処理する。 

 

（雑則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、子吉川ＴＬ検討会の運営に必要な事項

は、 座長がその都度会議に諮って定める。 

 

（附則） この要綱は、平成２７年１０月２８日から施行する。 

 

 



備考

学識経験者 秋田大学 大学院工学資源学研究科 教授 松冨　英夫 座長

大学院工学資源学研究科 講師 渡邊　一也

参加機関 秋田県 総務部　総合防災課

建設部　河川砂防課

建設部　道路課

由利地域振興局　総務企画部　地域企画課

由利地域振興局　建設部　工務課

由利本荘市 総務部　危機管理課

教育委員会　教育総務課

健康福祉部　福祉支援課

建設部　建設管理課

建設部　上下水道課

ガス水道局　管理課

消防本部

消防団

秋田県警察本部 警備部　警備第二課

由利本荘警察署 地域課、警備課

東日本旅客鉄道株式会社 秋田支社

由利高原鉄道株式会社

東北電力株式会社 本荘営業所

東日本電信電話株式会社

社会医療法人青嵐会本荘第一病院

国土交通省　気象庁 仙台管区気象台　秋田地方気象台

国土交通省東北地方整備局 秋田河川国道事務所

事務局 由利本荘市 総務部　危機管理課

国土交通省東北地方整備局 秋田河川国道事務所

オブザーバー 国土交通省東北地方整備局 企画部　防災課

河川部　水災害予報センター

国土交通省　気象庁 仙台管区気象台

一般財団法人河川情報センター 仙台センター

子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会
組　　織（案）

機関名等



子吉川タイムライン（事前防災行動計画）検討会
第１回

会場位置図

由利本荘市消防本部 ４階 大会議室

秋田県由利本荘市美倉町２７番地２
０１８４－２２－４２８２

由利本荘市消防本部
本荘消防署

由利橋

※ Ｈ２７．３より 旧消防本部（由利本荘市役所隣）から移転しております。



  
 

平成 27 年 10 月  5 日 

水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 

 

 
平成 27 年 9 月関東・東北豪雨を受けて 
「避難を促す緊急行動」を実施します 

 
 この度の平成 27 年 9 月関東・東北豪雨により、全国各地において浸水被

害等が発生しており、特に鬼怒川の堤防が決壊した茨城県常総市では、約 1
万 1 千棟が浸水するなど甚大な被害が生じました。 
 今回の水害を受け、 
 

① 堤防決壊に伴う氾濫流による家屋の倒壊・流失 
② 地方公共団体による避難判断、広域避難 
③ 避難の遅れと長時間・広範囲の浸水による多数の孤立者の発生 

 
の 3 点を対処すべき主な課題と捉え、全国の市町村長や堤防沿いにお住まい

の住民の方々の不安や懸念に応えるための「避難を促す緊急行動」を実施す

ることと致しましたので、お知らせいたします。 
 

添付資料 

 

 ○ 【別紙１】平成 27 年 9 月関東・東北豪雨災害を踏まえた主な課題 

○ 【別紙２】平成 27 年 9 月関東・東北豪雨を受けて 
「避難を促す緊急行動」 

○ 【別紙３】「避難を促す緊急行動」の概要 
 

＜問い合わせ先＞ 
 国土交通省水管理・国土保全局河川計画課 

河川事業調整官 林 正道  （内線 35302） 
河川企画係長  三國谷 隆伸（内線 35333） 

TEL：（03）5253-8111（代表）  
TEL：（03）5253-8443（直通）  FAX：（03）5253-1602 

 

 

【参考資料】
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平成 27 年 9 月関東・東北豪雨を受けて「避難を促す緊急行動」 

被災した場合に大きな被害が想定される国管理河川において以下を実施。 

１．首長を支援する緊急行動 

～市町村長が避難の時期・区域を適切に判断するための支援～ 

【できるだけ早期に実施】 

●トップセミナー等の開催 

洪水予報、ホットラインなど出水時に河川管理者から提供される情報と

その対応等を首長と確認 

●水害対応チェックリストの作成、周知 

出水時に河川管理者から提供される情報に対し各地方公共団体が行う

べき事項を整理した水害対応チェックリストを作成、周知 

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、住民への周知 

流下能力が低い区間や過去に漏水があった箇所など洪水に対しリスク

が高い区間(堤防必要延長約 13,000km のうち 2 割程度）の共同点検を事務

所、地方公共団体、自治会等で実施し、情報共有。あわせて住民まで周知 

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】 

●氾濫シミュレーションの公表 

   決壊すれば甚大な被害が発生する恐れがある河川（約 70 水系）につい

て、決壊地点を想定した時系列の氾濫シミュレーションを公表 

●避難のためのタイムラインの整備 

決壊すれば甚大な被害が発生する恐れがある河川の堤防沿いの地方公

共団体（約 280 市町村）を対象に、避難のためのタイムラインを整備 

●洪水予報文、伝達手法の改善 

発表の対象区域や避難の切迫性等が首長や住民に確実に伝わる洪水予

報文、伝達手法へ改善 

●市町村へのリアルタイム情報の充実 

新たにライブ画像を提供し、河川水位、レーダー雨量等の情報とあわせ

て市町村ごとにリアルタイムに河川情報を把握できるようシステムを改良 

別紙２ 
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２．地域住民を支援する緊急行動 

～地域住民が自らリスクを察知し主体的に避難するための支援～ 

【できるだけ早期に実施】 

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、住民への周知（再掲） 

流下能力が低い区間や過去に漏水があった箇所など洪水に対しリスク

が高い区間(堤防必要延長約 13,000km のうち 2 割程度）の共同点検を事務

所、地方公共団体、自治会等で実施し、情報共有。あわせて住民まで周知 

●ハザードマップポータルサイトの周知と活用促進 

各市町村の洪水、内水、土砂災害などのハザードマップが一覧でき、浸

水想定区域や旧河道などの地形等を重ねて表示できるハザードマップポ

ータルサイトの周知と活用の促進 

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】 

●家屋倒壊危険区域の公表 

決壊すれば甚大な被害が発生する恐れがある河川（約 70 水系）につい

て、家屋倒壊危険区域を設定・公表 

●氾濫シミュレーションの公表（再掲） 

決壊すれば甚大な被害が発生する恐れがある河川（約 70 水系）につい

て、決壊地点を想定した時系列の氾濫シミュレーションを公表 

●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情報の充実 

地域住民が自ら判断し避難できるよう、近傍のハザードマップや河川水

位等の情報をスマートフォンからリアルタイムで入手できるようにシス

テムを改良 
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